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１．１．１．１．はじめにはじめにはじめにはじめに    

近年，構造物の高性能化の要求が高まっている中で，高強度材料の利用は有効な一つの手段であり，橋梁部

材としても利用されている．高強度材料を用いた場合には，その構造的なメリットから，よりスレンダーな構

造とすることができる．また，自己充填型高強度コンクリー 
トを用いた場合には，施工性・品質・耐久性が向上するだけ

でなく，せん断補強筋に高強度鉄筋を用いた場合のせん断補

強効果が向上することがわかっている１）．そこで，本研究で

は自己充填型高強度コンクリートの基礎的な構造性能とし

て鉄筋との付着特性が普通コンクリートと比較して優れて

いる２）ことに着目し，島らの研究３）を参考にマッシブなコ

ンクリートに埋め込まれた鉄筋の引き抜き試験を行い付着

特性を調べた．また，既往の研究成果２）を引用し，コンクリ

ート強度が 30～80N/mm2 程度の範囲の自己充填型コンクリー

トと鉄筋の付着応力とすべり量の関係を定量的に評価した． 
２．２．２．２．試験体および実験方法試験体および実験方法試験体および実験方法試験体および実験方法    

試験体の概要と仕様を図１および表１に示す．載荷は，試

験体上部のセンターホールジャッキを設置し，鉄筋を一方向

に引き抜く方法で行った．試験体 T1，T3には自己充填型コ
ンクリートを用い，バイブレーター等による締め固めは行な

わず，試験体 T2 には普通コンクリートを用いてバイブレー
ターによる締め固めを行った． 

３．３．３．３．ひずみ分布ひずみ分布ひずみ分布ひずみ分布    

鉄筋ひずみが 3000μ時の，各試験体の鉄筋に沿った位置の

ひずみ分布を図２に示す．コンクリート強度が高いほどひず

み分布の勾配が大きく，同じ強度の試験体で比較しても普通

コンクリートよりも自己充填型コンクリートのほうがひず

み分布の勾配が大きく，付着応力が高いことがわかる． 

４．４．４．４．付着応力－すべり関係付着応力－すべり関係付着応力－すべり関係付着応力－すべり関係    

鉄筋ひずみ計測位置における付着応力は各点での鉄筋の

応力分布に近傍の 3点を結ぶ 2次放物線を仮定して，その点

における応力の傾きを求めることによって得た．すべり量は，

自由端から考えている点までひずみを積分したものに自由

端すべりを加えて求めた． 
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図１ 試験体の概要と実験装置 
 

表１ 試験体の仕様 
fc' 径＊

種類 強度 (N/mm2) D(mm)
T1 自己充填 30 32.7
T2 普通 47.8
T3 自己充填 49.1
R1** 普通 30 32.8
R2** 自己充填 80 85.8

＊　：鉄筋種類 USD685，定着長 40×D
＊＊：既往の研究成果より（参考文献２）
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島らによると，一般的なコンクリートについて，

定着長が十分に長い場合の付着応力－すべり関係

は以下の式で表される３）． 

( )6.0403/2 1'9.0 s
c ef ⋅−−=τ  式（１） 

ここで， τ ：付着応力(N/mm2) 

 fc’ ：コンクリート強度(N/mm2) 
 s = S（すべり量）／D 

コンクリート強度と鉄筋径で無次元化した各試

験体の付着－すべり関係を図４に示す．同図には

式（１）の計算結果も示している．普通コンクリ

ートの付着応力－すべり関係は式（１）の計算結

果に概ね対応しているが，自己充填型コンクリー

トの場合は式（１）よりも高い付着応力を示して

いる． 

自己充填型コンクリートを用いた試験体 T1，T3，

R2 の付着応力－すべり関係を最小 2 乗法を用いて

回帰して得たのが式（２）である． 

( )84.01853/2 1'1.1 s
c ef ⋅−−=τ  式（２） 

式（２）による計算結果を図４に示す．同図か

ら，自己充填型コンクリートは普通コンクリート

と比較して２～３割程度付着応力が高いことがわ

かる． 

５．５．５．５．まとめまとめまとめまとめ    

マッシブなコンクリートに埋め込まれた鉄筋の

引き抜き試験を行い，得られた鉄筋ひずみから自

己充填型コンクリートの鉄筋付着特性を検討した．

結果から，自己充填コンクリートの付着応力－す

べり関係を鉄筋径とコンクリート強度を考慮した

式で表した．自己充填型コンクリートは普通コン

クリートと比較して２～３割程度，付着応力が高

いことがわかった． 
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図２ 鉄筋に沿った各位置における鉄筋ひずみの分布 
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図３ 付着応力－すべり関係１ 
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図４ 付着応力－すべり関係２ 
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